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公益社団法人日本パブリックゴルフ協会 

平成２４年度第３回理事会議事録 

 
１．開催日時：平成２４年９月１３日(木) 13:00～17:00 

２．開催場所：ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸 ９階「リンデン」 

３．理事現在数及び定足数 ：現在数 ２３名、定足数 １２名 

４．出席理事数 ：本人出席 １５名、出席監事数 ：本人出席 ２名 

会   長 三野  哲治 住友ゴム工業 副 会 長 石井  信成 那須野ヶ原 

副 会 長 三治   明 正眼寺 副 会 長 西村   潔 京阪 

常務理事 笠原  泰夫 名古屋港・富浜 常務理事 林   一郎 千葉よみうり 

常務理事 加藤  義孝 名古屋広幡 常務理事 六車洋二郎 ｺｰﾄ・ﾍﾞｰﾙ徳島 

常務理事 久保田英示 正眼寺 常務理事 森   章次 アオノ 

理   事 木村  妙子  理   事 久保田誠一  

理   事 小林  弘実  理   事 中元紘一郎  

専務理事 島田  忠次 事務局   （理事１５名）

監   事 菅野  孝男 八千代 監    事 大田  英二 北神戸 

     （監事 ２名）

（陪席者）      

顧   問 丸山  信久  事 務 局 中村  知則 事務局 

事 務 局 久保  拓二 事務局 事 務 局 野上由美子 事務局 

事 務 局 小山内美枝 事務局    

（顧問１名、事務局４名） 

５．欠席理事、監事数 ： ９名 

常務理事 藤下 亘理 よみうり 常務理事 齋藤  毅 那須野ヶ原 

常務理事 西  治彦 八千代 常務理事 小野 和彦 小松 

理   事 伊藤 哲夫  理   事 小林 寬道  

理   事 平山 伸子  理   事 雪野 智世  

監   事 豊原 正嗣    （欠席 ９名）

６．会議概要： 

（１）事務局より定足数について、理事会の構成員数は理事２３名、監事３名、合計２６名である旨

の確認と、本理事会には理事１５名、監事２名、合計１７名の出席を得ている。従って定款第３

１条に定める成立要件を充足しており、本理事会は有効に成立している旨の報告があった。 

（２）次いで、三野会長が公益社団法人日本パブリックゴルフ協会平成２４年度第３回理事会の開

会を宣言した。 

（３）定款第３０条に基づき三野会長が議長に就任する旨の宣言、並びに定款第３２条に基づき議

事録署名人に菅野監事・大田監事を指名し、議場に諮った処満場一致で承認された。 

  次いで、議事進行役に島田専務理事を指名し早速議事に入った。 

 

Ⅰ．決議事項： 

第１号議案：平成２５年度地区決勝全日本開催会場の件 

三治事業委員長より、第１号議案「平成２５年度地区決勝全日本開催会場の件」について、平

成２４年度第１回理事会において一部承認済であるが、最終的に各地区より下記の通り推薦が

あった旨の提案、並びに審議要請があり、島田議事進行役が議場に質疑の有無を質した上、

第１号議案を議場に諮った処、出席理事全員一致で可決した。 

 



 - 2 -

 １．平成２５年度全日本 

競技 担当地区 開催会場 開催日程 

パ選(男子) 西日本 よみうりウエスト 25.6.19（水） ～ 20（木） 

パ選(女子) 中部日本 アリジ 25.6. 5（水） ～  6（木） 

ミッドアマ(男子･女子) 西日本 ベアズパウ 25. 9.18（水） ～ 19（木） 

シニア(男子・ﾐｯﾄﾞｼﾆｱ・女子) 東日本 ウィンザーパーク 25.10.16（水） ～ 17（木） 

  ・パ選、ミッドアマは他団体競技の日程を考慮し、上記の日程となった。 

 

 ２.平成２５年度地区決勝 

 東日本 中部日本 西日本 北海道・青森 

 

 

 

 

パ選  （男子） 

（Ａ地区） 
紫あやめ36 

（千葉県） 

 

 

 

 

 

グランシエロ 

（三重県） 

（関西） 

グランドオーク 

（兵庫県） 

 

 

 

 

隨縁・恵庭 

（北海道） 

（Ｂ地区） 

三井の森 

（長野県） 

（中国） 

水島 

（岡山県） 

（Ｃ地区） 

八千代 

（千葉県） 

(四国) 
コート・ベール徳島 

（徳島県） 

 

―― 

（九州） 

トム・ワトソンGC 

（宮崎県） 

パ選 （女子） 千葉よみうり 

（千葉県） 
グランシエロ 

（三重県） 

武庫ノ台 

（兵庫県） 
―― 

 

ミッドアマ 

（男子・女子） 

（Ａ地区） 
ｵｰﾙﾄﾞｵｰﾁｬｰﾄﾞ 

（茨城県） 

 

正眼寺 

（岐阜県） 

 

ダンロップ 

（兵庫県） 

 

ダイナスティ 

（北海道） 
（Ｂ地区） 

※よみうりＧＣ 

（東京都） 

シニア 

(男子･女子･ﾐｯﾄﾞｼﾆｱ) 

那須野ヶ原 

（栃木県） 

森林公園 

（愛知県） 

米子 

（鳥取県） 
―― 

ダンロップ杯 ｾﾝﾄﾚｼﾞｬｰ市原

（千葉県） 

正眼寺 

（岐阜県） 

北神戸 

（兵庫県） 
―― 

ブリヂストン杯 市原・柿の木台

（千葉県） 

名古屋広幡 

（愛知県） 

姫路ｼｰｻｲﾄﾞ 

（滋賀県） 
―― 

グランドマンスリー 新玉村 

（群馬県） 

名古屋港 

（愛知県） 

よみうりウエスト 

（兵庫県） 
―― 

ドリーム・エイジ 下館 

（茨城県） 

定光寺 

（愛知県） 

西神戸 

（兵庫県） 
―― 

   ※よみうりＧＣ :メンバーコース 

 

第２号議案：ＰＧＳ名義後援承諾の件 

三治事業委員長より、第２号議案「ＰＧＳ名義後援承諾の件」について、下記競技及びイベント

主催者よりＰＧＳ名義後援依頼があり、後援競技会のガイドライン規程第６条により承認した旨

の報告、並びに審議要請があり、島田議事進行役が議場に質疑の有無を質した上、第２号議

案を議場に諮った処、出席理事全員一致で可決した。 
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競技・イベント名 主催者 

１．第４回ウッドフレンズレディース  

アマ・プロ選手権競技 女子アマチュアの部 

森林公園ゴルフ場運営株式会社 

２．全日本エイジシューターマスターズ選手権  

（アマチュアの部） 

一般社団法人日本ｴｲｼﾞｼｭｰﾀｰ協会 

３．第４７回ジャパンゴルフフェア２０１３ 社団法人日本ゴルフ用品協会（ＪＧＧＡ） 

 

第３号議案：平成２４年度会議・行事日程一部変更の件 

藤下総務委員長欠席につき総務委員会担当事務局（以下同じ）より、第３号議案「平成２４年

度会議・行事日程の件」は、平成２３年度第４回理事会で決定済であるが、平成２４年度第２回

全国運営委員会の日程を下記の通り変更の旨の提案、並びに審議要請があり、島田議事進

行役が議場に質疑の有無を質した上、第３号議案を議場に諮った処、出席理事全員一致で可

決した。 

また、平成２４年度第５回理事会の会場が、青野運動公苑アオノゴルフコース（兵庫県）に決

定した旨の報告があった。  

 

１．平成２４年度第２回全国運営委員会の日程変更理由 

同委員会は、平成２５年２月１５日（金）開催予定であるが、社団法人ゴルフ用品協会主催

「第４７回ジャパンゴルフフェア２０１３」と日程が重複するため、下記の通り変更する。 

 現   状 変 更 後 

平成２４年度第２回全国運営委員会 平成２５年２月１５日（金） 平成２５年２月１６日（土） 

第４７回ジャパンゴルフフェア２０１３ 平成２５年２月１５日（金）～平成２５年２月１７日（日） 

 

２．（参考）今後の会議日程 

会 議 名 開催日 会 場 

平成２４年度スポンサー会議 ２４．１０．１８（木） 西神戸ゴルフ場（兵庫県） 

第３回常務理事会 

第４回理事会 

２４．１１． ８（木） メルパルク名古屋（愛知県） 

第２回全国運営委員会 

（旧：予算編成正副委員長会議） 

２５． ２．１６（土） 東京ビックサイト（東京）※ 

第４回常務理事会 

第５回理事会 

２５． ３．１４（木） 青野運動公苑アオノゴルフ

コース（兵庫県） 

（注）第２回全国運営委員会は、八重洲ホールから東京ビックサイトに会場変更 

（参考）平成２５年日本ゴルフサミット会議新年会 ：平成２５年１月１１日（金） 

 

第４号議案：臨時社員総会開催の件 

総務委員会担当事務局より、第４号議案「臨時社員総会開催の件」について、藤下理事（常務

理事・総務委員長）より退社に伴い辞任届が提出されたが、定款第１３条、並びに第１４条に基

づき下記の通り臨時社員総会を開催したいとの審議要請があり、島田議事進行役が議場に質

疑の有無を質した上、第４号議案を議場に諮った処、出席理事全員一致で可決した。 

 

  １.開催日  平成２４年１０月１８日（木）  （注）全日本シニア選手権２日目 

２.開催場所 西神戸ゴルフ場 

３.議題    理事の解任及び選任の件 
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第５号議案：三野会長の対外職務の件 

 総務委員会担当事務局より、第５号議案「三野会長の対外職務の件」について、会長の交代

に伴い理事会規程第１０条に基づき、三野会長（代表理事）の対外職務引継ぎに関して審議要

請があり、島田議事進行役が議場に質疑の有無を質した上、第５号議案を議場に諮った処、

出席理事全員一致で可決した。 
 

（引継対外職務） 

１．日本ゴルフサミット会議 ：当協会代表  

２．公益社団法人スポーツ健康産業団体連合会 :理事  

   ３．日本ゴルフ関連団体協議会 ：理事・副会長  

４．ＮＰＯ法人日本ジュニア育成協議会 ：理事 

 

第６号議案：全国運営委員会決定事項の件  

総務委員会担当事務局より、第６号議案全国運営委員会決定事項の件について、平成２４年

度第１回全国運営委員会（平成２４年８月２４日メルパルク名古屋）が開催された旨の報告があ

り、引き続き各委員会委員長より決定事項に関して報告、その後審議要請があり、島田議事進

行役が議場に質疑の有無を質した上、第６号議案を議場に諮った処、出席理事全員一致で可

決した。 
 

【決定事項要旨】 

（１） 総務委員会（担当事務局） 

広報活動は、従来通り事業委員会が広報委員会を所管する旨決定した。 
 

（２）笠原財務委員長 

ＰＧＳ会員登録料の各地区返戻金見直しについては、現状通り１名当たり７００円で決定。 

次いで事務局より、平成２５年３月パブリック選手権エントリー期間中に､今年ゴルフネットワ

ークで放送したパブリック選手権の再放送を実施し、集客に繋げたいとの提案があった。本年

度の収支状況を勘案の上、別途議論することとなった。 
 

（３）三治事業委長 

①アンダーハンディ競技（スポンサー杯/ハンディ杯）の集客増加策について 

平成２５年度以降も、原則ＰＧＳ登録会員を対象とした公式ハンディキャップ競技として開催す

ることを決定。 

但し、ＰＧＳ登録会員数が少ない等の理由のある会員コースに限り、救済策としてＰＧＳ非会

員を対象とした新ペリア部門の開催も認める旨を決定した。新ペリア部門開催の条件は 

１）開催希望コースは、事前に各地区連絡協議会事務局の承認を得る。 

２）新ペリア部門の開催要項、スタート表等、参加選手への案内から「ＰＧＳ」の冠を外す。 

３）参加資格は「ＪＧＡ/ＵＳＧＡハンディキャップインデックスの取得を目指す全てのアマチュア

ゴルファー」と、開催要項等に明記する。 

②賛助会員「株式会社レオパレス２１」との連携について 

レオパレス２１はグアムに３６ホールのレオパレスリゾートカントリークラブを所有。同ＣＣを会場

としてパ選グアム大会の開催、並びにＰＧＳ登録会員を対象とした競技会、もしくはイベントを

開催したいとの提案を受けたが、公益法人である当協会が賛助会員とは言え、１企業に対し

て、パ選の開催枠を認めると現正会員コースを含め、将来的には問題が生ずる懸念があると

の判断から、現状では受け入れ困難と決定した。 

本提案を実現させる為に１企業としてではなく、然るべき公的な団体を通して申請してきた

際には、別途協議し決定するとの結論。 

③北海道・青森地区選手権競技について 

平成２２年度事業・競技・HDCP 合同委員会にて、パ選２００名、ミッドアマ１５０名を目標に掲
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げ、２年後に再議論ということであったが、集客実績は目標には届いていない。然しながら、

当該地区会員コースから今後も現状通り開催したいとの要望方々、前年度比では両競技とも

参加者数が増加していることを勘案し、平成２５年度以降も従来通り開催する旨決定。 

④本年度調査研究事業「ゴルファーの動態調査」の件について 

本調査研究事業のアンケート調査実施日を、１０月２５日（木）と１０月２７日（土）に決定した。 

この調査は、ゴルフ界にとって初のレポートとなる可能性が大であり、地区・会員コース別ゴ

ルファーの行動範囲の相違、どの地区に競技ゴルファー、ＨＤＣＰ取得者が多くいるか、また

そのイメージ等各会員コースにおかれても、貴重な営業サポート・レポートになる様目指して

いる。会員コースには、調査実施日の２日間はご苦労をお掛けするがご協力願いたい。 

なお、調査委託会社からは回収枚数よりも、アンケートの回収率が重要であり、回収率７割

を実現出来ればより良い結果が導き出されるとの報告がある。各地区事業委員会が中心とな

って、各コースに周知徹底して頂きたい。 
 

（３）石井競技委員長 

①全日本パブリック選手権の３日間競技化について 

全日本パ選を３日間競技に拡充する理由は、世界アマチュアランキング対象競技の認可であ

るが、現状ではその可能性は未知であり、平成２５年度も従来通り２日間競技で開催する旨決

定。 

②中部日本地区女子パブリック選手権の開催方法変更について 

中部日本女子パブリック選手権は中部地区の特殊事情を考慮、平成２５年度より予選を廃止

地区決勝を２日間３６ホールストロークプレーにて開催する旨決定。 

③平成２５年度東日本ミッドアマ地区決勝会場の件 

平成２３年度東日本ミッドアマＢ地区決勝を、東京よみうりカントリークラブにて開催し、過去３

年におけるエントリー選手の動向を分析した結果、参加者増加に効果的であったと判断され

た。これを受け東日本地区参加者数の減少傾向に歯止めをかける意味で、平成２５年度東日

本ミッドアマ地区決勝を、メンバーコースであるよみうりゴルフ倶楽部で開催したいとの提案が

あり承認された。 

④ＰＧＳ選手権２日間競技の成績上位者決定方法について 

ルール変更があり、当協会競技も平成２５年度より新ルールに沿って成績決定する旨を決

定。 
 

（４）西村ＨＤＣＰ委員長 

①新システム「J-sys」の対応方法について 

HDCP 委員会にて別途協議し、決定する旨ご報告。HDCP 委員会は、昨年配布した HDCP

運営マニュアルによる管理を引き続き行っていく点、また規定に基づき HDCP を年２回必ず

発行するよう各コースに周知徹底願いたい。 

 

【質疑応答】 

島田理事：レオパレスのその後の動向は如何か。 

事務局：レオパレスに全国運営委員会の決定事項を報告した結果、経過報告だがレオパレスは 

グアム観光局に働きかけを行うと聞いている。 

森理事：J-sysHDCPの件だが、西日本地区は毎月１日のHDCPを使用するとしているが、他地区

はどうなっているのか。 

西村副会長：全国的には、競技会開催時点のＨＤＣＰで競技開催しているとの認識。 

森理事：毎日変わるHDCPでは事務方は対応できないので、西日本地区は現状方式で行う。 

事務局：地区毎にHDCPの確認方法が違うのは事実。すぐに全国統一するのは難しいが将来的

には統一すべき問題。現時点では各地区競技委員長の判断に任せたい。 
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第７号議案：新規入会賛助会員[Ｐｈｏｅｎｉｘ Ｊａｐａｎ㈱]の件 

  総務委員会事務局担当より、第７号議案「新規入会賛助会員[Ｐｈｏｅｎｉｘ Ｊａｐａｎ㈱]の件」につ

いて、Ｐｈｏｅｎｉｘ Ｊａｐａｎ株式会社より入会申込書（賛助会員）の提出があった旨の報告後、審

議要請があり、島田議事進行役が議場に質疑の有無を質した上、第７号議案を議場に諮った

処、出席理事全員一致で可決した。 
 

  １．新規入会賛助会員 

 

 

 

Ｐｈｏｅｎｉｘ Ｊａｐａｎ株式会社 

所在地 東京都千代田区九段北１－９－５－５１６ 

代表者 代表取締役社長ＣＥＯ  矢澤 曻治 

会員代表者 代表取締役社長ＣＥＯ  矢澤 曻治 

事業概要 １.鉛蓄・アルカリ電池の再生処理技術の提供 

２.鉛蓄・アルカリ電池の再生処理装置の製造・

販売・保守・修理 

３.電池に関連する業務一般 

（詳細は、定款及び現在事項全部証明書参照） 

１． 入会日 ：平成２４年９月１３日（木） 

    ２.入会金、年会費は「入会･退会に関する規程」に従い下記の通り 

        入会金 ：５０千円 

        年会費 ：(1)平成２４年度年会費：１００千円[２００千円×６/１２（月割り）] 

              ：(2)平成２５年度以降：規定額２００千円 

 

Ⅱ．報告事項  

第１号議案：平成２４年度シニア参加申込人数の件 

三治事業委員長より、第１号議案「平成２４年度シニア参加申込人数の件」について、平成２４

年８月２０日時点でシニア１,５５９名、女子シニア３１４名、ミッドシニア９５１名、合計２，８２４名と

いう結果となった旨の報告があった。また、平成２４年度３選手権競技参加人数、並びに予算

対比について報告があった。 

 

 １.平成２４年度３選手権競技参加申込人数                                単位：人 

 男子 (前年度比） 女子 (前年度比） ミッドシニア (前年度比） 合計 (前年度比）

パ選 ６,２７３ ▲ ４０ ７８４ ＋ ２２ ― ― ７,０５７ ▲ １８

ミッドアマ ５,０６０ ▲２２１ ５５６ ▲ ６７ ― ― ５,６１６ ▲２８８

シニア １,５５９ ▲ ７２ ３１４ ▲ ６８ ９５１ ▲７３ ２,８２４ ▲２１３

合計 １２,８９２ ▲３３３ １,６５４ ▲１１３ ９５１ ▲７３ １５,４９７ ▲５１９

 

２.（参考）３選手権競技参加人数と予算対比                              単位：人/％ 

 参加人数（A） 予算（B） 差異（A-B） 前年度実績 増減 増減率 

パ選 ７,０５７ ７,１００ ▲ ４３ ７,０７５ ▲ １８ ▲ ０.３

ミッドアマ ５,６１６ ５,９００ ▲２８４ ５,９０４ ▲２８８ ▲ ４.９

シニア ２,８２４ ３,０５０ ▲２２６ ３,０３７ ▲２１３ ▲ ７.０

合計 １５,４９７ １６,０５０ ▲５５３ １６,０１６ ▲５１９ ▲ ３.２

 

第２号議案：シニア地区決勝全日本エントリー枠割当の件 

三治事業委員長より、第２号議案「シニア地区決勝全日本枠割当の件」について、シニア開催

コース（西神戸ゴルフ場）の感触を勘案し、エントリー人数１８５名、競技別内訳はシニア９４

名、女子シニア３３名、ミッドシニア５８名と、他競技並みの人数とした。女子シニアの全日本

エントリー枠は、ミッドアマと同様な問題が生じたが、ミッドアマの考え方を踏襲したとの報告
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があった。 

 

 １．地区決勝 ：各地区競技委員長の裁定による 

 

 ２．全日本                                               単位：人 

１．エントリー人数 男子シニア  ９４ 

女子シニア  ３３ 

ミッドシニア  ５８ 

   （合計 １８５） 

２．地元開催枠 

（１０％：西日本） 

男子シニア   ９ 

女子シニア   ３ 

ミッドシニア   ６ 

（合計  １８） 

３．シード選手 男子シニア   １ 

ミッドシニア   １ 

（合計     ２） 

４．一般枠 男子シニア  ８４ 

女子シニア  ３０ 

ミッドシニア  ５１ 

（合計 １６５） 

 注）１．エントリー人数：２日間競技・日没時間を勘案し１８５名とした。 

   ２．女子シニアエントリー人数：ミッドアマの考え方を踏襲、地元開催枠・シードを含み３３名 

 

 ３．地区別全日本エントリー枠                                    単位：人 

 男子シニア 女子シニア ミッドシニア 計

東 中 西 合計 東 中 西 合計 東 中 西 合計 合計

開催地枠 0 0 9 9 0 0 3 3 0 0 6 6 18

シード 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 2

一般枠 31 26 27 84 13 8 9 30 16 16 19 51 165

合 計 32 26 36 94 13 8 12 33 16 17 25 58 185

 

第３号議案：平成２４年度関東ｱﾝﾀﾞｰﾊﾝﾃﾞィｷｬｯﾌﾟｺﾞﾙﾌ選手権参加申込状況の件 

三治事業委員長より、第３号議案「関東アンダーハンディキャップゴルフ選手権参加申込状況

の件」について、平成２４年度は男子２１名、女子１３名の合計３４名の申込があり、前年度比較

で男 11 名減、女子３名増加、合計８名の減少となった旨の報告があった。 

 

第４号議案：平成２４年度調査研究事業の件 

三治事業委員長より、第４号議案「平成２４年度調査研究事業「ゴルファーの動態調査」の件」 

について、実施概要の報告方々各会員コースに協力依頼があった。 

 

  （実施概要） 

  １．調査日 ：平成２４年１０月２５日（木）、及び２７日（土）の２日間 

  ２．調査票 ：Ａ４ １枚 

  ３．調査対象者 ：上記調査日の会員コース全来場者 

  ４．調査結果 ：分析結果を２３表に集計 

 

第５号議案：寄附金受入の件 

笠原財務委員長より、第５号議案「寄附金受入の件」について、前回理事会以降の受入報告

がなされた。 

 

寄附金受入状況 ： 受入件数７件/寄附金額 計２００千円 

(参考)寄附金受入累計額（平成２２年度～） ４０件/計１,１９７千円 
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第６号議案：関西ＧＭＡＣ委員任命並びにセミナー開催の件 

 総務委員会事務局担当より、関西ＧＭＡＣセミナー開催に関して報告があった。また、関西ＧＭ

ＡＣは本年４月に立ち上がり、以降毎月開催され定着化してきている実状を踏まえ、関西ＧＭＡ

Ｃの委員任命に関して提案があり、下記３名、並びに後日更に１名追加で了承された。 

 

１．関西ＧＭＡＣセミナー：１０月１日（月） 「ゴルフ産業の現状と打開のヒント」 

２．関西ＧＭＡＣ委員 ：西村副会長、森常任理事、浅田支配人（北神戸）、他１名（後日追加） 

３．同オブザーバー  ：事務局（適宜） 

 

第７号議案：行政庁（内閣府）監査対応の件  

 島田専務理事より、第７号議案「行政庁（内閣府）監査対応の件」について、行政庁（内閣府）監

査は、公益法人認可後概ね３年以内に初回の監査が実施される見込みであり、事前チェック事

項に関して報告があった。 

 

第８号議案：平成２４年度内部監査基本計画書の件  

 菅野監事より、第８号議案「平成２４年度内部監査基本計画書の件」について、前議案に関連し

て平成２４年度内部監査基本計画書を策定したとの報告があった。 

 

第９号議案：職務執行状況報告の件  

 島田専務理事より、第９号議案「職務執行状況報告の件」について、一般法第９１条２項の代表

理事及び業務執行役員は、職務執行状況を３ヵ月に１回以上理事会に報告する義務を負うと

の定めに従い、三野会長（代表理事）、並びに業務執行役員より順次報告があった。 

 

三野会長：社員総会の役員改選を受け内閣府に対して定例報告、役員変更報告、並びに役員

登記を完了した。 またゴルフダイジェスト社、一季出版よりインタビューを受けた。 

笠原財務委員長：社員総会で承認を得た予算に従い、清々と執行を進めている。３選手権競技

の参加人数は予算対比マイナスであり、本年度決算もかなり厳しい、つまり赤字決算となる

見込み。 

三治事業委員長：①シニア選手権、アンダーハンディ競技を含めた競技参加者増加のため、各

予選コースに対して集客を依頼。②PGS 登録会員数増加の依頼。③全国運営委員会に事

業委員会関連議案を提案し、先程の説明の通り各議案を決定。④６月に収録した全日本パ

選の模様をゴルフネットワークにて５回放映。視聴率は平均０.５５％、最高０.９４％を記録し

上々の結果。全国運営委員会にて、来年のパ選エントリー期間中（３月）に集客に繋げるべ

く再放送を提案した旨の報告あり。 

石井競技委員長：全国運営委員会にて計４議題を提案、先程の報告の通り各議題を決定した。

また、平成２５年度東日本地区ミッドアマ地区決勝を、メンバーコースのよみうりゴルフ倶楽

部で開催したいとの提案があり、先月上旬に東日本地区競技委員会としてコース視察に行

ってきた旨の報告あり。 

西村ＨＤＣＰ委員長：コースレーティング公表に関して、地区連盟によって査定後直ちに公表す

る連盟もあれば、２０１４年まで公表を行わないとする連盟もあり、統一がなされていない。直

ちに公表されないと、新規取得コースの場合、HDCP 取得者を募集することが出来ないし、

アンダーハンディ競技も行えない。改善のため日本ゴルフ協会（JGA）に対して、公表は直

ちに行う様依頼文書を発信。その後、JGA と地区連盟との間で話し合いが持たれ、全ての

地区連盟で査定後直ちに公表するよう統一されることとなった旨の報告あり。その他、HDCP

運営・管理の徹底、HDCP 取得者増加に関して、各会員コースに依頼中である。 

なお、本理事会欠席の藤下理事（常務理事・総務委員長）より、「報告事項通知書」の提出があ

った旨報告がなされた。 
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以上を以って、平成２４年度第３回理事会の全議案を審議し、何れも原案通り承認された旨の報

告後、その他の質疑応答があった。 

 

７．閉会挨拶 

次いで、三野会長より閉会挨拶があった。 

 

８．閉会宣言 

三野会長が、平成２４年度第３回理事会の閉会を宣言し終了した。 

以上 

 

 

 

 

上記の議事を確認するため、議長及び議事録署名人は、次の通り署名押印する。 

 

 

 

 

平成２４年９月２４日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           公益社団法人日本パブリックゴルフ協会 

 
 

議    長    三 野  哲 治   印 

 

 

 

                             議事録署名人  菅 野  孝 男   印 

 

 

 

議事録署名人  大 田  英 二   印 


